
令和７年度医療系統合教育について 

○ 令和７年度に開講する医療系統合教育科目は，次のとおりです。

「地域包括ケアシステム」 

「漢方医薬学」 

「インフォームド・コンセント」 

「薬害」 

「チーム医療演習」 

「臨床倫理」 

○ 受講にあたっては，各科目の日程・場所・対象学部・学科・学年・授業内

容等を確認してください。 

○ 講義室の収容人員の関係上，履修制限を行う科目があります。

○ 収容人員に余裕があれば，対象学部・学科・学年以外の学生が受講するこ

とは可能です。 

○ 受講希望者は所属学部・学科の学生係の指示に従って，履修登録を行って

ください。 

   九州大学医療系統合教育研究センター（学内共同教育研究施設） 

 Research Center for Education in Health Care System 

RCEHS 



学期 月 日 曜日 1限 ２限 ３限 ４限 ５限 対象学部・学科・学年 会場

１１日 金

１８日 金

２５日 金

２日 金

１３日 火

２０日 火

２７日 火

３日 火

１０日 火

１７日 火

２４日 火

１日 火

８日 火

学期 月 日 曜日 1限 ２限 ３限 ４限 ５限 対象学部・学科・学年 会場

７日 火

１４日 火

２１日 火

２８日 火

４日 火

１１日 火

１８日 火

２５日 火

２日 火

９日 火

１６日 火

２３日 火

「地域包括ｹｱｼｽﾃﾑ」
　医学科４年
　歯学部４年

「漢方医薬学」
　医学科・生命科学科４年
　保健学科（看護）３，４年
　保健学科（放射）４年
　歯学部４年
　薬学部臨床薬学科４年
　医系学部を除く学部３，４年

「ｲﾝﾌｫｰﾑﾄﾞ・ｺﾝｾﾝﾄ」
　医学科・生命科学科４年
　保健学科（看護）３，４年
　保健学科（放射）４年
　歯学部４年
　薬学部臨床薬学科４年
　医系学部を除く学部３，４年

令和7年度医療系統合教育科目授業日程

冬

秋

「薬害」
　医学科・生命科学科４年
　保健学科（看護）３，４年
　保健学科（放射）４年
　保健学科（検査）３，４年
　歯学部４年
　薬学部３年
　医系学部を除く学部３，４年

「チーム医療演習」
　医学科４年
　薬学部臨床薬学科４年
　医系学部を除く学部３，４年

「臨床倫理」
　医学科４年
　保健学科（看護）３，４年
　保健学科（放射）４年
　保健学科（検査）３，４年
　歯学部４年
　薬学部臨床薬学科４年
　医系学部を除く学部３，４年

薬害

１０月

チーム医療演習１１月

１２月

「地域包括ｹｱｼｽﾃﾑ」
　臨床大講堂

「漢方医薬学」
　百年講堂大ホール

「ｲﾝﾌｫｰﾑﾄﾞ･ｺﾝｾﾝﾄ」
　百年講堂
　大ﾎｰﾙ
　中ﾎｰﾙ123

「薬害」
　百年講堂大ホール

「チーム医療演習」
　臨床大講堂，ｽｷﾄﾚ

「臨床倫理」
　百年講堂
　　大ホール
　中ホール1・2・3

臨床倫理

薬害

地域包括
ｹｱｼｽﾃﾑ

漢方医薬学

５月

春

夏
インフォームド・

コンセント

６月

７月

４月
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看護 放射 検査

４年 ― ― ― ― ４年 ４年 ４年 ―

選択
必修

― ― ― ― 必修 ― ― ―

４年 ４年 ３年以上 ４年 ― ４年 ４年 ４年 ３年以上

（注１）
強く推奨

選択
（注３）
選択

選択必修
選択 ―

（注２）
強く推奨

必修 ― 選択

４年 ４年 ３年以上 ４年 ― ４年 ４年 ４年 ３年以上

選択
必修

選択 選択
選択

（推奨）
―

（注２）
強く推奨

必修 ― 選択

４年 ４年 ３年以上 ４年 ３年以上 ４年 ３年 ３年 ３年以上

（注１）
強く推奨

選択
（注３）
選択

選択必修
選択

選択
（推奨）

（注２）
強く推奨

必修 必修 選択

４年 ― ― ― ― ― ４年 ― ３年以上

選択
必修

― ― ― ― ― 必修 ― 選択

４年 ― ３年以上 ４年 ３年以上 ４年 ４年 ４年 ３年以上

選択
必修

― 選択 選択 選択
（注２）

強く推奨
必修 ― 選択

高年
次基
幹教
育科
目

医学部

歯学部

薬学部
医系学部

を
除く学部医学科

生 命
科 学 科

保健学科 臨 床
薬 学 科

創 薬
科 学 科

令和７年度　医療系統合教育科目の配当年次等

〇

（注１）医師を目指す者にとって重要な内容なので、履修すること。

薬 害 〇

チ ー ム
医 療 演 習

〇

臨 床 倫 理 〇

インフォームド・
コ ン セ ン ト

〇

漢 方 医 薬 学

科目名

地 域 包 括
ケ ア シ ス テ ム

（歯）寳田　貫

イ ン フ ォ ー ム ド ・ コ ン セ ン ト
◎（歯）築山能大

（医） 山口享子、(歯）寳田　貫、
（薬）小林大介、 （保）馬場眞吾、（保）丸山マサ美

（注２）歯科医師を目指す者にとって重要な内容なので、履修すること。
（注３）令和6年度入学者より「薬害」または「漢方医薬学」は選択必修なので、該当者はどちらかを必ず履修すること。

令和７年度　医療系統合教育科目の担当教員・協力教員

科　目　名
担　当　教　員
（◎印は代表）

協　力　教　員

地 域 包 括 ケ ア シ ス テ ム
◎（医）松尾龍、鴨打正浩、秦淳、入江芙美

臨 床 倫 理
◎（医）岡﨑研太郎

（歯）築山能大、(薬）小林大介、（保）橋口暢子
（歯）寳田　貫

薬 害
◎(薬）川尻雄大

(医）新納　宏昭、（歯）寳田　貫、（保）相原　正宗

チ ー ム 医 療 演 習
◎（薬）小林大介

（医）藤本　翔

漢 方 医 薬 学 ◎（保）宮田潤子、（医）馬庭 淳之介、（薬）坂元政一
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令和７年度 医療系統合教育科目「地域包括ケアシステム」シラバス 

対象科目区分・対象学生・学年 

授業科目名・開講期間・単位数 

専攻教育科目・医学部医学科・４年 

総合医学Ⅲ・通年・全３単位の一部・選択必修 

専攻教育科目・歯学部・４年 

歯学総論４・後期・全２単位の一部・必修 

担当教員 松尾龍、鴨打正浩、秦淳、入江芙美（医療経営・管理学講座） 

授業の概要 

地域包括ケアシステムとは、「要介護者が介護施設に入所して集団的ケアを受けるのではなく、本

人の住まいに外部から医療や介護サービスを定期的に提供する仕組み」のことである。すなわち、「ニ

ーズに応じて住宅が提供されることを基本とした上で生活上の安全・安心・健康を確保するために、

医療や介護のみならず、福祉サービスを含めた様々な生活支援サービスが日常生活の場で適切に提供

されるような地域での体制」を指している。それには、「住まいと住まい方」「生活支援」「医療・看

護」「介護・リハビリテーション」「保健・予防」が必要とされている。これら実現するために必要な

知識ついて学び、我が国における地域包括ケアの理念と目指す姿を理解する。 

授業の進め方 

令和７年 4 月１１日 1 限（入江）「地域包括ケアシステムの概要（1）」 

令和７年 4 月１１日 2 限（入江）「地域包括ケアシステムの概要（2）」 

令和７年 4 月１８日 1 限（鴨打）「老年症候群」 

令和７年 4 月１８日 2 限（鴨打）「高齢者の疾患と診療」 

令和７年 4 月２５日 1 限（松尾）「在宅医療」 

令和７年 4 月２５日 2 限（松尾）「アドバンス・ケア・プランニング」 

令和７年 5 月  ２日 1 限（秦）「わが国の高齢者医療・介護の現状」 

令和７年 5 月  ２日 2 限（秦）「地域における高齢者医療と介護」 

※授業は対面授業（臨床大講堂）で行う。

※講義資料は MOODLE 上にアップするので、ダウンロードを行い各自で確認すること。

試験・成績評価 

課題レポート 

レポートは以下のテーマのひとつを選んで 5 月１６日 12 時までに MOODLE に送ること

（１６００字以内） 

１、老年病の特徴と地域包括ケアシステムの意義（鴨打担当） 

２、アドバンス・ケア・プランニングの実践と課題（松尾担当） 

３、高齢者医療と介護の実態と地域連携について（秦担当） 

その他 

アンケートによる授業評価を行う。
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令和７年度 医療系統合教育科目「漢方医薬学」シラバス 

対象科目区分・対象学生・学年 

開講期間・単位数 

高年次基幹教育科目・医学部医学科・４年 

前期・1 単位・強く推奨（医師を目指す者にとって重要な内

容なので、履修すること。） 

高年次基幹教育科目・医学部生命科学科・４年 

前期・１単位・選択 

高年次基幹教育科目・歯学部・４年 

前期・１単位・強く推奨（歯科医師を目指す者にとって重要

な内容なので、履修すること。） 

高年次基幹教育科目・薬学部（臨床薬学）・４年 

前期・１単位・臨床薬学科 必修 

高年次基幹教育科目・医学部保健学科・（看護）３年以上・選

択又は選択必修（※）、（放射）４年・前期・１単位・選択 

※令和６年度以降入学者は「薬学」又は「漢方医薬学」のど

ちらかを必ず履修すること。 

担当教員 
宮田 潤子（保健、代表）、坂元 政一（薬）、馬庭 淳之介（医）、寶田 貫（歯）、 

江頭 伸昭（学外）、貝沼 茂三郎（学外）、島添 隆雄（学外） 

授業の概要 

令和７年度医療系統合教育「漢方医薬学」講義日程 

月 日 曜 時間 講義内容 担当者 講義室 

5 １３ 火 

13：00-14：30 漢方医薬学総論 宮田 潤子 

百年講堂 

14：50-16：20 六病位とその代表的な方剤について 宮田 潤子 

5 ２０ 火 
13：00-14：30 

薬学から見た漢方の問題点及び有用性 

黄帝内経素問～漢方の原点～ 

坂元 政一 

島添 隆雄 

14：50-16：20 血と水の異常について 宮田 潤子 

5 ２７ 火 
13：00-14：30 気の異常について 宮田 潤子 

14：50-16：20 漢方製剤の種類と適正使用 江頭 伸昭 

６ ３ 火 
13：00-14：30 漢方医学的診断・診療の実際について 貝沼 茂三郎 

14：50-16 : 20 現代医療の中で漢方の果たす役割 貝沼 茂三郎 

授業の進め方 

原則として対面講義で行います。Web 投票機能を用いて双方向授業を行います。 

試験・成績評価 

各授業後の小テスト（出席日数が全体の 2/3 に満たないものは単位認定の評価対象とならない） 

その他 

参考テキスト：基本がわかる漢方医学講義（編：日本漢方医学教育協議会、羊土社出版） 
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令和 7 年度 医療系統合教育科目「インフォームド・コンセント」シラバス 

対象科目区分・対象学生・学年 

開講期間・単位数 

高年次基幹教育科目・医学部医学科・４年 

前期・1 単位・選択必修 

高年次基幹教育科目・医学部生命科学科・４年 

前期・１単位・選択 

高年次基幹教育科目・歯学部・４年 

前期・1 単位・強く推奨（歯科医師を目指す者にとって重要な

内容なので、履修すること。） 

高年次基幹教育科目・薬学部（臨床薬学）・４年 

前期・１単位・臨床薬学科 必修 

高年次基幹教育科目・医学部保健学科・（看護）３年以上、 

（放射）４年・前期・１単位・看護選択、放射選択（推奨） 

担当教員 
築山 能大（歯、代表）、寳田 貫（歯）、山口 享子（医）小林 大介（薬）、 

馬場 眞吾（保）、丸山 マサ美（保） 

授業の概要 

 日常医療におけるインフォームド・コンセント（以下 IC）について、患者側、医療者側の視点

や法的側面に関する講義、IC の場面のロールプレイ、個人または学部学科の枠を超えたグループ

による考察や討論などを通して、IC を得ることの大切さ、難しさを実感し、今後の医療活動に役

立てる。 

授業の進め方 

・ 夏学期の火曜日３、４時限に開講。（6 月１0 日、１7 日、２4 日、７月 1 日、8 日）

・ 以下のテーマの講義を受講する。

 IC をめぐる患者側の視点

 日常医療における IC をめぐる医療者側の視点

 IC の法的側面

 多職種連携による IC の重要性

・ 複数の学部学科の学生からなる混成チームで以下の学習活動を行う。

 グループ討論

 学生相互のロールプレイ

・会場：百年講堂

試験・成績評価 

課題レポート……100％ 

※レポートの内容次第で、ポートフォリオ（学習やレポート作成に使用したノート、資料などを

ファイルしたもの）の提出を求め、学習の取組み状況をチェックすることがある。

その他 

アンケートによる授業評価を行う。
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令和 7 年度 医療系統合教育科目「薬害」シラバス 

対象科目区分・対象学生・学年 

開講期間・単位数 

高年次基幹教育科目・医学部医学科・４年 

後期・１単位・強く推奨（医師を目指す者にとって重要な内容

なので、履修すること。） 

高年次基幹教育科目・医学部生命科学科・４年 

後期・１単位・選択 

高年次基幹教育科目・歯学部・４年 

後期・１単位・強く推奨（歯科医師を目指す者にとって重要な

内容なので、履修すること。） 

高年次基幹教育科目・薬学部（臨床薬学・創薬科学）・３年 

後期・１単位・必修 

高年次基幹教育科目・医学部保健学科・（看護）３年以上、 

（放射）4 年、（検査）３年以上・後期・1 単位・選択(推奨) 

授業方法及び開講学期 

令和７年度秋学期に集中講義 

１０月 7 日（火）、１０月２1 日（火）、１０月２８日（火） 

３、４、５時限（百年講堂大ホール） 

担当教員名 
川尻雄大（薬、代表）、新納宏昭（医）、寶田貫（歯）、 

相原正宗（保） 

履修条件 特になし 

授業の概要 講師によるオムニバス講義と討論 

全体の教育目標 

これまでに発生した薬害問題を知り、薬害の原因と薬害根絶の

ための対策について考え、医療や医薬学研究、医療行政などに

将来携わる者としての意識や態度を育む。 

個別の学習目標 

・薬害被害者やその家族の体験や思いを直接聞くことにより、

薬害の現実を認識する。 

・薬害発生の要因を臨床的・行政的・社会的側面から考え、説

明できる。 

・薬害を防止するためには医療の専門家として何をすればよい

か、考えることができる。 

授業計画 

第１日：薬害事例・講義（講師２名）、討論 

第２日：薬害事例・講義（講師２名）、討論 

第３日：薬害事例・講義（講師２名）、討論 

キーワード 薬害、サリドマイド、エイズ、C 型肝炎、ヤコブ病、PMDA 

授業の進め方 

百年講堂大ホールにて、講師による講演形式で授業を行う。別

途、授業に関するプリントを配布する。講演終了後、グループ

討論および質疑応答を行う。 

学習相談 特になし 

試験・成績評価の方法等 レポート * 認定は各部局にて行う 
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令和 7 年度 医療系統合教育科目「チーム医療演習」シラバス 

対象科目区分・対象学生・学年 

開講期間・単位数 

高年次基幹教育科目・医学部医学科・４年 

後期・１単位・選択必修 

高年次基幹教育科目・薬学部（臨床薬学科）・４年 

後期・1 単位・必修 

担当教員 小林大介（薬、代表）、藤本 翔（医） 

授業の概要 

 将来、医師、薬剤師、看護師との十分な連携のもとに、薬物治療における副作用の早期発見・

早期治療ができるようになるために、臨床実習(医学部医学科)あるいは実務実習(薬学部臨床薬学

科)の開始前に、抗がん薬の副作用モニタリングを題材とし、薬物治療における医師と薬剤師の役

割と連携について討議し、理解する。 

授業の進め方 

・ 後期の火曜日午後の３～５時限に、全 4 回（12 コマ）開講する。

・ 11 月  4 日（火）：臨床大講堂およびクリニカルスキル・トレーニングセンター

 オリエンテーション

 グループワーク・全体討論「チーム医療とは」

 九州大学病院の医師・薬剤師・看護師による講義

・ 11 月 11 日（火）：クリニカルスキル・トレーニングセンター

 グループワーク「がん化学療法ワークシートを使い、いつ・誰が・どこで連携すべきか」 

・ 11 月 18 日（火）：臨床大講堂およびクリニカルスキル・トレーニングセンター

 模擬抗がん薬の調製

 バイタルサインの測定

・ 11 月 25 日（火）：クリニカルスキル・トレーニングセンターおよび臨床大講堂

 グループワーク・全体討論「副作用の早期発見・早期治療のために各医療職がどう連携

すべきか」

試験・成績評価 

グループワークの発表内容・課題レポート……10０％ 

※レポートの内容により学習成果物（学習やレポート作成に使用したノート、資料などをファ

イルしたもの）の提出を求めることがある。

その他 

アンケートによる授業評価を行う。
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令和７年度 医療系統合教育科目「臨床倫理」シラバス 

対象科目区分・対象学生・学年 

開講期間・単位数 

高年次基幹教育科目・医学部医学科・４年 

後期・1 単位・選択必修 

高年次基幹教育科目・歯学部・４年 

後期・1 単位・強く推奨（歯科医師を目指す者にとって重要な

内容なので、履修すること） 

高年次基幹教育科目・薬学部（臨床薬学）・４年 

後期・１単位・臨床薬学科 必修 

高年次基幹教育科目・医学部保健学科・（看護）３年以上、 

（放射）4 年、（検査）３年以上 

後期・1 単位・選択 

担当教員 岡﨑研太郎（医、代表）、築山能大（歯）、小林大介（薬）、橋口暢子（保） 

授業の概要 

 医療現場で実習を行う際に、倫理的課題を孕む事例に気づき、自分なりに検討する視点を持つ

ことができるようになるために、非常勤講師によるロールプレイ主体の授業を含め、医療現場に

おける倫理的課題について、事例を題材にした学部混成の小グループ学習を行い、医療者として

の対応の難しさを実感するとともに、チーム医療の基盤を形成する。 

授業の進め方 

・ 後期の火曜日午後の３～５時限に、全３回（９コマ）開講する。

12 月  ９日（火）：百年講堂

12 月１６日（火）：百年講堂

12 月２３日（火）：百年講堂

「４分割表を用いた臨床における倫理的課題の検討」（２回、６コマ） 

 学部混成の小グループに分かれ、ビデオまたは印刷資料で提示される事例を、４分割表

を用いて検討し、グループ発表、全体討論を行う。

 １回目と２回目の間で Web 学習システムを用いた課題の提出、講師とのやり取りを行

う。

「倫理的課題を含む医療面接」（１回、３コマ） 

 講師：岐阜大学医学教育開発センター教授 藤崎和彦

 学部混成の小グループに分かれ、代表者が自分の学部に沿った役割で、倫理的課題を含

む医療面接のロールプレイを行い、全体討議を行う。

試験・成績評価 

グループワークの発表内容……7０％、課題レポート……3０％ 

※レポートの内容により学習成果物（学習やレポート作成に使用したノート、資料などをファイ

ルしたもの）の提出を求めることがある。

その他 

アンケートによる授業評価を行う。
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